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法政大学出版局　2015年6月11日配本　定価3240円（本体3000円＋税） 四六判上製・278頁
冨岡 典子 著 《ものと人間の文化史170》

ごぼう  ISBN978-4-588-21701-2 C0320

★★　ダイコンやカブと並び大陸から渡来した北方系野菜であるごぼうは、焼畑農耕で育てられ、わが国固有の蔬菜とし
て発展した。各地の風土のなかで固有の品種が生まれ、独特の調理法が考案されて、和食に欠かせない食材とし
て親しまれてきた。そのルーツを各地の神饌や祭り、儀礼に探り、わが国食文化に色濃く残る「稲作以前」の農耕
文化の痕跡を浮き彫りにし、和食文化の源流に迫る。 【文化史・野菜】

☞関連書：ものと人間の文化史『野菜』『稲』『もち』『さつまいも』『有用植物』『神饌』など。

法政大学出版局　2015年6月24日配本　定価3564円（本体3300円＋税） A5判並製・268頁
陣内 秀信、高村 雅彦 編著 

水都学IV 水都学の方法を探って  ISBN978-4-588-78024-0 C1320

　水害などの災害にいくども見舞われながら自然と共生してきた日本やアジアの都市と、技術の力で自然を制御・活
用してきた西洋の都市の歴史的発展を比較するだけでなく、都市の背後に拡がる河川を通じた地域ネットワークも
研究対象とし、考察する。この新たな視点から、港湾空間の再生や水の都市の未来に向けた可能性が生まれるの
ではないだろうか。 【都市史・都市論】

☞関連書：『水都学II アジアの水辺』『水都学III 東京首都圏 水のテリトーリオ』など。

法政大学出版局　2015年6月5日配本　定価5940円（本体5500円＋税） 四六判上製・414頁
フレドリック・ジェイムソン 著／椎名 美智・武田 ちあき・末廣 幹 訳 《叢書・ウニベルシタス1027》

目に見えるものの署名 ジェイムソン映画論 ISBN978-4-588-01027-9 C1310

★★　あらゆる映画はポルノグラフィである──。「見る」という行為を通して世界が所有される今日、映画は世界を容赦
なく裸体にする。ポストモダンを代表する論客が『狼たちの午後』（シドニー・ルメット）、『シャイニング』（スタンリー・
キューブリック）、『ディーバ』（ジャン＝ジャック・ベネックス）など、数々の著名な映画作品を分析し、現代における
権力と欲望の闘争を抉り出す。「映像の存在論」をなす著者渾身の論考群。 【哲学思想・映画論】

☞関連書：F.ジェイムソン『言語の牢獄』、S.カヴェル『眼に映る世界』、G.ドゥルーズ『シネマ1、2』など。

法政大学出版局　2015年6月中旬配本　定価3888円（本体3600円＋税） 四六判上製・310頁
アレクサンドル・コジェーヴ 著／今村 真介 訳 《叢書・ウニベルシタス1028》

無神論  ISBN978-4-588-01028-6 C1310

★★　若き亡命ロシア人哲学者が、戦間期パリのヘーゲル講義で名を轟かせる以前の1931年にロシア語で書きつけた、
神と人間、世界と無をめぐる根源的な思索のノート。公表を禁じられていた本テクストは、のちのコジェーヴの知ら
れざる理論的出発点であり、ヘーゲルやハイデガーとの対決であるとともに、20世紀知識人の実存の記録でもあ
る。思想史の欠落を埋める一冊、ロラン・ビバールによる解題付。 【哲学・思想】

☞関連書：A.コジェーヴ『法の現象学』『権威の概念』、L.ビバール『知恵と女性性』など。

法政大学出版局　2015年6月22日配本　定価3024円（本体3000円＋税） A5判上製・272頁
平野 嘉彦 著 

土地の名前、どこにもない場所としての ツェラーンのアウシュヴィッツ、ベルリン、ウクライナ ISBN978-4-588-49510-6 C1090

　アドルノの「アウシュヴィッツ以降に詩を書くことは野蛮だ」の「以降」に唯一認められた詩人ツェラーン。その詩篇
を詳細に解釈し、「言語」と「現実」の収斂点として3つのトポスを、言葉の断片のなかに浮かびあがらせ、その「土
地の名前」が、逆説的にも「どこにもない場所」であることを示す。そこから言葉を書きおこすのではなく、言葉を書
き送るべき場所とは。言葉の現実に迫る苛烈な詩学。 【文学・思想】

☞関連書：H.ベッティガー『パウル・ツェラーンの場所』、G.ドゥルーズ、F.ガタリ『カフカ』など。


